
事業主の皆様、 
落雪等による油流出事故にご注意ください! 

ホームページアドレス→ http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/nanyou/ 

 昨年度、置賜地方は例年より湿った重い雪が降りました。そのため屋根から
の落雪などでオイルタンクや配管が損傷し、油が流出する事故が多発しまし
た。油が河川に流出するとその撤去には多額の費用がかかり、事業主が負担
することとなります。また、事故の連絡が遅れると一層被害が拡大しますの
で、速やかな連絡をお願いします。 
 再度、オイルタンクや配管などの設備の点検を行い、灯油などの取り扱いは
十分に注意しましょう！  
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平成２６年度南陽管内水質事故件数(２４件) 
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＜原因別＞ 

南陽 
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事故を起こした場合や発見し

た場合は、消防署(１１９番）・

警察署(１１０番) 

または、お近くの国や県の機

関・市町村へご連絡下さい!! 

 地域別に見ると、米沢市が圧倒的で

す。そして、原因者別では事業所が４割

強を占めています。原因1位の「故障・

損傷」は、落雪や除雪、老朽化による配

管等の損傷、2位の「不注意」は小分け

中のバルブの閉め忘れや、機械電源の

切り忘れなどです。 
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＜地域別＞ 

米沢市(15件) 

高畠町(5件) 

南陽市(3件) 

川西町(1件) 

油を水で流したり､油処理剤等
を使用すると被害拡大につな
がりますので､絶対にやめて下
さい!! 



水路の油膜 

県による汚染土の回収作業 

平成２６年度 

大規模油流出事故の概要 

 重油は粘度があり土砂や草に付着して
しまう為、回収作業は長期間（３週間）に
及びました。国で使用した資材は下記の
通りです。 
 ①オイルフェンス ３０ｍ  
 ②吸着フェンス ５８０ｍ 
 ③吸着マット ７０枚 
 ※廃油処分量は６９０㎏です！ 
特に冬季は雪の為、回収作業が容易では
ありません。ご注意下さい。 

 昨年度、管内の事業所で、落雪により損傷した配管から約５，０００㍑
もの重油が河川に流出する事故がありました。この時、国は重油の回収費

用（オイルフェンスや吸着マット等の設置・処分費）として、約２００万円
の請求をしています。（そのほか、県や自治体からも請求されています。） 

平柳橋のｵｲﾙﾌｪﾝｽ 

落雪により壊れた配管 
落雪注意 

雪１立方メートルの重さは、 
新雪だと５０～１５０㎏です
が、時間が経ったしまり雪で
は２５０～５００㎏にもなり
ます。 
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